
二
〇
〇
八
年
度

学
会
事
業
の
方
向

日
本
社
会
の
「
ゆ
と
り
」
感

の
欠
乏
は
甚
だ
し
く
、
そ
の
こ

と
を
背
景
に
「
余
暇
」
に
関
す

る
言
及
も
た
い
へ
ん
乏
し
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。
「
余
暇
後
退
」

と
も
言
え
る
時
流
を
押
し
戻
し
、

余
暇
問
題
へ
の
一
般
の
関
心
を

高
め
る
た
め
に
は
、
余
暇
学
徒

た
る
わ
れ
わ
れ
の
「
研
究
力
」

を
磨
き
、
合
わ
せ
て
世
の
中
に

動
き
を
起
こ
す
「
実
践
力
」
の

あ
る
余
暇
学
会
を
つ
く
っ
て
い

か
な
く
て
は
と
念
じ
て
い
ま
す
。

08
年
度
の
学
会
事
業
の
柱
と

お
お
よ
そ
の
方
向
に
つ
い
て
、

理
事
諸
氏
と
話
し
合
っ
て
い
る

こ
と
を
土
台

に
今
年
度
の

「
夢
と
希
望
」

を
書
い
て
見

ま
す
。

●
研
究
大
会
：

今
年
は
例
年

よ
り
少
し
遅
く
な
り
ま
す
が
10

月
４
日
（
土
）
～
５
日
（
日
）

に
か
け
て
仙
台
近
郊
の
尚
絅
学

院
大
学
（
宮
城
県
名
取
市
）
を

メ
イ
ン
会
場
に
12
回
目
の
大
会

を
開
く
手
は
ず
に
な
っ
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
、
や
や
学
術
的

に
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
ス
タ
デ
ィ

と
し
て
の
余
暇
研
究
」
を
考
え

て
い
ま
す
。
北
海
道
・
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
は
会
員
が
ま
だ
少
数
で

す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
会
員
拡

大
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。
杉

座
秀
親
理
事
を
中
心
に
進
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
『
余
暇
学
研
究
』
第
12
号
の

発
行
：
質
量
と
も
に
年
々
充
実

の
度
を
加
え
て
い

る
研
究
誌
で

す
が
、
本
学

会
が
学
術
会

議
協
力
団
体

の
指
定
を
受

け
た
こ
と
を

機
に
、
新
進

気
鋭
の
研
究

者
の
投
稿
を

期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
内
容
を
高
め
る
に
は

外
部
査
読
者
の
活
用
も
含
め
た

査
読
体
制
の
強
化
・
充
実
が
課

題
に
な
り
ま
す
。
09
年
３
月
、

年
度
内
の
発
行
を
目
指
し
ま
す
。

●
「
学
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
：

余
暇
を
巡
る
話
題
を
幅
広
く
取

り
上
げ
て
面
白
く
読
め
る
ニ
ュ
ー

ス
を
季
節
を
踏
ま
え
て
年
４
回

出
し
ま
し
ょ
う
。
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
に
目
配
り
し
て
、
各
地
の
会

員
に
登
場
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

●
研
究
活
動
：
学
会
と
し
て
年

間
の
研
究

テ
ー
マ
を

設
定
し
、

研
究
活
動

の
活
性
化

を
図
り
ま

し
ょ
う
。

今
年
度

は
①
こ
れ

か
ら
の
日

本
人
の
重

要
な
生
活

課
題
で
あ

る
「
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
」

を
取
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
発

表
さ
れ
た
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
憲
章
」
な
る
も
の
は
た

い
へ
ん
微
温
的
な
内
容
で
余
暇

へ
の
言
及
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
批
判
的
に
考
察

し
な
が
ら
も
っ
と
迫
力
の
あ
る

憲
章
づ
く
り
を
提
起
し
た
い
も

の
で
す
。
６
月
に
は
こ
の
問
題

を
追
求
し
て
い
る
「
ラ
イ
フ

ビ
ジ
ョ
ン
学
会
」
と
共
同
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

も
う
一
つ
、
②
高
等
教
育

に
お
け
る
「
余
暇
関
連
学
習
」

の
実
態
を
調
べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
も
と
に
各
地
の
大
学
に

「
余
暇
関
連
科
目
」
を
設
置
す

る
よ
う
働
き
か
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
余
暇
問
題
に
関
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
：
余
暇
活

動
の
実
践
団
体
で
あ
る

「
日
本
余
暇
会
」
と
協
力

し
て
「
余
暇
力
検
定
」
を

確
立
し
よ
う
と
準
備
を
し

て
い
ま
す
。
余
暇
問
題
へ

の
関
心
を
高
め
る
契
機
に

な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

●
会
員
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
：
昨
年
か
ら
提
唱
し
て

い
る
「
一
人
一
増
運
動
」

を
今
年
こ
そ
本
気
で
進
め

た
い
も
の
で
す
。
学
術
会

議
の
指
定
団
体
と
な
っ
た
こ
と

を
テ
コ
に
、
意
欲
の
あ
る
研
究

者
へ
働
き
か
け
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
全
会
員
に
切
に
お
願
い
し

ま
す
。
そ
の
た
め
の
新
し
い
学

会
紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

●
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
研
究
会
：

ま
ず
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
余
暇

学
研
究
」
誌
11
号
の
読
書
会
：

合
評
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
先
述
の
「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
研
究
会
を

開
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
学
会
本

部
か
ら
人
的
、
経
済
的
支
援
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
学
会
編
集
の
あ
ら

た
な
出
版
活
動
の
準
備
を
し
た

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
も

課
題
で
す
。
や
る
べ
き
こ
と
は

多
く
、
今
年
も
余
暇
が
な
く
な

り
そ
う
で
す
が
、
理
事
諸
公
を

は
じ
め
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
学
会
の
発
展
を
図
り
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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日
本
余
暇
学
会
は
再
建
十
年
目
の
昨
年
度
「
現
代
の
課
題
と

切
り
結
ぶ
、
存
在
感
の
あ
る
学
会
を
つ
く
る
」
を
目
標
に
活
動

し
て
き
た
が
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る

努
力
が
必
要
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
よ
り
会
員
の
活
動
に
貢
献

す
る
学
会
と
な
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
、
ど
の
よ

う
な
目
標
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
二
〇
〇
八
年
度
の
学
会
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

薗
田
碩
哉
会
長
に
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
活
動
目
標
な
ど
を

語
っ
て
も
ら
う
。

研究力
＋

実践力
のある

日本余暇学会へ

日本余暇学会は
「日本学術会議登録団体」

です。
日本余暇学会は、平成20年1月24日付けで「日本学

術会議協力学術研究団体」に指定されました。更なる

学術研究の向上が期待されています。



こ
れ
ま
で
、
さ
さ
や
か
な
が

ら
多
様
な
タ
イ
プ
の
博
物
館
を
見

て
き
ま
し
た
。
主
な
対
象
は
「
食

と
健
康
の
博
物
館
」
と
郷
土
博
物

館
（
歴
史
民
俗
資
料
館
を
含
む
）

で
す
。
こ
こ
で
は
主
に
前
者
の
博

物
館
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し

ま
す
。
実
は
小
生
は
博
物
館
に
強

い
関
心
を
も
つ
以
前
に
、
健
康
を

害
し
て
ま
で
も
長
時
間
の
学

習
・
研
究
や
職
務
に
励
む
日

本
人
の
精
神
構
造
や
生
活
の

あ
り
方
に
多
少
の
違
和
感
や

疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
余
暇
活
動
と
い
い

生
涯
学
習
と
い
っ
て
も
、
健
康
あ
っ

て
の
も
の
。
そ
の
健
康
は
学
校
教

育
の
「
保
健
体
育
」
だ
け
で
守
ら

れ
る
は
ず
が
な
い
。
社
会
教
育
の

あ
ら
ゆ
る
資
源
を
動
員
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
考
の
遍

歴
の
途
次
に
お
い
て
、
遅
ま
き
な

が
ら
、
人
々
の
食
や
健
康
に
取
り

組
む
一
群
の
博
物
館
の
存
在
に
気

づ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
「
食
と
健
康
の
博
物
館
」
で
す
。

こ
れ
ら
の
博
物
館
に
は
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
（
そ
の
分
類
は

『
余
暇
学
研
究
第
10
号
』
の
拙
論

の
付
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。
小

生
の
関
心
の
「
原
点
」
は
「
米
、

芋
の
博
物
館
」
で
す
。
例
え
ば
山

形
県
酒
田
市
の
山
居
倉
庫
を
活
用

し
た
「
庄
内
米
歴
史
資
料
館
」
、

愛
媛
県
西
予
市
の
百
米
廊
下
で
有

名
な
旧
宇
和
町
小
学
校
の
木
造
校

舎
を
活
か
し
た
「
米
博
物
館
」
、

北
海
道
北
斗
市
の
「
男
爵
資
料
館
」

（
だ
ん
し
ゃ
く
い
も
）
、
埼
玉
県

川
越
市
の
「
さ
つ
ま
い
も
資
料
館
」

等
々
で
す
。
そ
の
後
徐
々
に
対
象

分
野
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

パ
ン
・
麺
類
、
納
豆
・
味
噌
・
醤

油
等
の
大
豆
食
品
、
果
物
、
お
茶
、

魚
そ
の
他
の
海
産
物
、
酪
農
、
畜

産
、
薬
草
・
ス
パ

イ
ス
、
菓
子
、
コ
ー

ヒ
ー
、
酒
類
、
塩
・

砂
糖
・
酢
等
の
調

味
料
、
そ
の
他
の

多
様
な
食
品
・
農

産
物
、
薬
、
こ
れ

ら
全
て
に
そ
れ
ぞ

れ
の
博
物
館
が
あ

り
、
さ
ら
に
農
業
博
物
館
、
漁
業

博
物
館
、
病
気
・
医
歯
学
・
医
歯

学
研
究
者
の
博
物
館
、
公
害
・
環

境
博
物
館
、
温
泉
資
料
館
、
健
康

科
学
館
、
衛
生
資
料
館
等
が
あ
り

ま
す
（
食
と
健
康
の
範
疇
を
限
定

せ
ず
、
広
く
と
っ
て
い
ま
す
）
。

ど
の
博
物
館
に
も
そ
れ
ぞ
れ
印
象

が
強
く
残
っ
て
い
て
甲
乙
付
け
が

た
い
の
で
す
が
、
敢
え
て
心
に
残

る
博
物
館
を
極
く
少
数
挙
げ
て
み

る
と
、
食
文
化
全
般
で
は
愛
媛
県

今
治
市
の
日
本
食
研
（
株
）
「
世

界
食
文
化
博
物
館
」
及
び
福
井
県

小

浜

市

「

御

食

国

（
み
け
つ
く
に
）
若

狭
お
ば
ま
食
文
化
館
」
。

後
者
は
県
の
食
育
事

業
の
重
要
な
拠
点
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
食

品
で
は
大
阪
府
池
田
市
の
日
清
食

品
「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発

明
記
念
館
」
、
こ
れ
は
創
業
者
安

藤
百
福
氏
の
事
業
の
記
念
館
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
博
物
館
で

は
秋
田
県
潟
上
市
の

「
郷
土
文
化
保
存
伝

承
館
」
、
こ
れ
は
明

治
時
代
の
農
業
指
導

者
で
聖
農
と
い
わ
れ

た
石
川
理
紀
之
助
の

記
念
館
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。
新
潟
市

「
亀
田
郷
土
資
料
館
」

お
よ
び
「
亀
田
郷
・
芦
沼
館
」
で

は
か
つ
て
の
、
年
中
水
の
引
か
な

い
、
腰
ま
で
浸
か
る
泥
田
・
沼

田
の
水
田
で
米
作
り
を
続
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
農
民
の
、
筆

舌
に
尽
く
し
難
い
労
苦
を
多
く

の
写
真
、
資
料
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は

新
潟
県
製
作
の
映
画
「
芦
沼

（
越
後
平
野
三
百
年
の
開
拓
の

歴
史
）
」
に
よ
っ
て
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
特
に
映
画
は

涙
な
し
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
話
を
余
暇
に
転
じ
る
と
、

亀
田
郷
の
事
例
も
そ
う
で
す
が
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
世
の
中
に

は
余
暇
を
十
分
に
享
受
で
き
な

い
人
々
が
多
数
い
ま
す
。
社
会

は
「
余
暇
を
享
受
で
き
な
い
人
々
」

の
日
々
の
苦
労
（
場
合
に
よ
っ

て
は
「
犠
牲
」
）
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

余
暇
を
享
受
で
き
る
人
々
は
、

そ
う
で
な
い
人
々
の
存
在
を
忘

れ
ず
に
「
節
度
あ
る
余
暇
」
を

享
受
し
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
何
に
せ
よ
、
他
者

へ
の
感
情
移
入
な
ど
情
に
流
さ

れ
る
と
客
観
性
、
科
学
性
が
失

わ
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
情
を

排
し
た
「
科
学
的
な
余
暇
学
」

と
、
情
を
も
飲
み
込
ん
だ
「
人

間
性
に
満
ち
た
余
暇
学
」
を
両

立
さ
せ
た
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

「
余
暇
学
」
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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「博
物
館
と
余
暇
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

拓
殖
大
学

有
馬
廣
實

［調
査
研
究
担
当
理
事
］

論
談
・脱
時
間
人

2008年センター試験に余暇関連問題出題
本年１月に実施された、センター試験「倫理」に国民の仕事と余暇の意識の変化

を読み取る問題が出された。これは資料解釈力に関するもので、その題材に「仕事

と余暇意識」に関する調査が利用された。はたして「余暇力検定」ではないが、会

員諸氏は正解に至るだろうか。 ［解答は号末］

問題 次の図は、仕事と余暇のあり方についての意識を、年齢・性・調査年別で比

較した調査結果である。この図から読み取れる結果として適当でないものを一つ選

べ。

①1973年と2003年を比べると、「仕事・余暇両立志向」の割合については男女とも

にすべての年齢層で増加している。

②1973年と2003年を比べると、「余暇志向」については男性の若年層における増加

率が一番高い。

③1973年と2003年のいずれも、男性よりも女性の方が「余暇志向」の割合が高く、

「仕事志向」が低い。

④1973年と2003年を比べると、女性はすべての年齢層で、「仕事」志向の割合が増

加している。



前
号
で
紹
介
し
た
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
憲
章
」

及
び
「
行
動
指
針
」
に
基
づ
い

て
、
「
働
き
方
」
と
「
暮
ら
し

方
」
の
改
革
が
官
・
民
双
方
で

始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
内
閣
府
で

は
、
１
月
に
「
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）
推
進
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
た
。
「
仕
事
と

生
活
の
調
和
と
は
」
に
始
ま
り
、

政
府
の
取
組
、
地
域
の
取
組
、

企
業
の
取
組
、
民
間
団
体
の
取

組
、
海
外
の
取
組
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
、
調
査
研
究
を
紹
介
し
て

い
る
。
ま
た
、
民
間
で
は
「
次

世
代
の
た
め
の
民
間
運
動

～

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
会
議
～
」
の
活
動
が
活
発

で
あ
る
。
こ
の
推
進
会
議
は
、

06
年
８
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
の
社
会
的
な
啓
発･

普
及

を
進
め
る
と
と
も
に
、
企
業
に

お
け
る
具
体
的
な
実
践
を
支

援
し
て
い
る
。
民
間
か
ら
の
自

主
的
な
動
き
を
活
発
化
す
る
た

め
に
、
経
営
者
や
労
働
組
合
、

学
識
者
、
推
進
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
の
代
表
な
ど
が
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

連
合
で
も
、
08
年
春
季
生
活
闘

争
に
お
い
て
「
非
正
規
も
正
規

も
働
く
仲
間

賃
金
改
善
・
働

き
方
改
革
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
た
。

３
月
25
日
に
は
、
男
女
共
同

参
画
会
議
の
仕
事
と
生
活
の
調

和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
に
関
す
る
専
門
調
査
会

よ
り
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」

実
現
度
指
標
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
指
標
は
、
実
現
度
を
数
量

的
に
測
り
、
評
価･

分
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
の
阻
害
要

因
や
、
取
り
組
む
べ
き
政
策
の

優
先
度
を
計
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。
指
標
の
算
出
は
、

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
実
現

し
た
社
会
の
姿
」
を
定
め
、
そ

の
下
に
「
整
理
の
視
点
」
を
明

確
化
し
、
既
存
の
調
査
か
ら

「
構
成
要
素
」
を
複
数
選
ん
で

い
る
。
特
徴
の
一
つ
は
、
分
析

分
野
を
「
仕
事
・
働
き
方
」

「
家
庭
生
活
」
「
地
域･

社
会

活
動
」
「
学
習
や
趣
味
・
娯
楽

等
」
「
健
康
・
休
養
」
の
五
つ

に
分
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

仕
事
以
外
の
個
人
の
暮
ら
し
全

般
の
活
動
分
野
を
、
働
く
人
の

み
な
ら
ず
、
無
業
、
高
齢
者
を

含
め
多
様
な
人
々
を
対
象
に
幅

広
く
把
握
し
て
い
る
。
ま
た
、

個
人
の
状
況
だ
け
で
な
く
、
官

民
の
社
会
基
盤
作
り
が
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
環
境
整
備
の
状

況
に
つ
い
て
も
指
標
化
し
て

い
る
。

こ
の
結
果
を
見
る
と
、

「
仕
事
・
働
き
方
」
「
家
庭

生
活
」
の
分
野
に
つ
い
て
は
、

年
を
追
う
ご
と
に
実
現
度
が
高

く
な
っ
て
い
る
が
、
「
地
域･

社
会
活
動
」
「
学
習
や
趣
味
・

娯
楽
等
」
の
分
野
で
は
、
01
年

以
降
年
々
、
交
際
・
付
き
合
い

に
費
や
す
時
間
が
減
り
、
学
習

や
趣
味
・
娯
楽
等
へ
の
参
加
す

る
人
の
多
様
性
も
減
少
し
て
い

る
。
余
暇
活
動
の
停
滞
理
由
は

何
な
の
か
、
「
構
成
要
素
」
の

選
択
に
問
題
が
あ
る
の
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の

普
及
と
関
係
が
あ
る
の
か
、
そ

の
詳
細
な
分
析
は
後
日
の
課
題

と
し
た
い
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を

発
し
た
金
融
の
混
乱
は
、
回
復

し
て
き
た
日
本
経
済
を
失
速
さ

せ
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
に
盛

り
上
が
っ
て
き
た
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
運
動
が
景
気

の
動
向
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
労
働
観
及

び
余
暇
観
を
明
ら
か
に
し
て
お

く
こ
と
も
一
つ
で
あ
る
。
改
め

て
、
余
暇
学
か
ら
み
た
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
検
討
し

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
（
辰
巳

厚
子
）

日
本
余
暇
学
会
で
は
、
06
年

度
の
「
長
期
休
暇
研
究
会
」

（
余
暇
学
研
究
第
10
号
参
照
）

で
の
議
論
を
発
展
さ
せ
、
次
の

よ
う
な
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
研
究
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
研
究
会
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
学
会
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
ま
た
は
事
務
局
辰

巳
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
テ
ー
マ
（
発
表
者
）
、
時
間
、

場
所
の
順
に
掲
載
）

第
一
回

５
月
９
日
（
金
）

「
余
暇
の
視
点
か
ら
み
た
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

発
表
者

小
澤
考
人
会
員
（
東

京
大
学
大
学
院
）
、
18
時
半
～

20
時
半
、
新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド
ウ

イ
ン
グ
［
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー

別
館
］
16
階
H
会
議
室
（
ク
ラ

ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
㈱
会
議
室

新

宿
区
西
新
宿
６-

３-

１
・
地
図

参
照
）

第
二
回

６
月
21
日
（
土
）

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
憲
章
」
を
検
証
す
る

日
本

余
暇
学
会
＆
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン

学
会

ジ
ョ
イ
ン
ト
研
究
会

13
時
15
分
～
17
時
、
新
宿
NS
ビ

ル
13
階

第
一
部

両
学
会
か
ら
の
問

題
提
起
、
第
二
部

鼎
談
と

会
場
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
藤
村

博
之
教
授
（
法
政
大
学
大
学

院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
科
）

※
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
学
会
は
、

「
個
人
の
人
生
」
か
ら
人
事
・

労
働
・
社
会
問
題
を
考
え
る

と
共
に
、
人
生
設
計
理
論
と

具
体
的
実
践
方
法
を
研
究
し

て
い
る
団
体
で
す
。

第
三
回

７
月
（
日
時
未
定
）

企
業
に
お
け
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
導
入

と
課
題
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
推
進
会
議
メ
ン
バ
ー

の
報
告
を
予
定
。

日本余暇学会ニュース 第62号 平成20年4月15日

[ ３ ]

「ワーク・ライフ・バランス」
運動の展開と
研究会開催
お知らせ

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

研
究
会
開
催
日
程

会費納入のお願い

平成20年度会費の納入をよろしく
お願いします。

口座番号:00140-9-729065

加入者名:日本余暇学会
会費:一般会員10,000円、学生会員5,000円



前
号
で
「
み
ん
な
に
知
ら
せ
た

い
こ
の
本
、
あ
の
論
文
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
原
稿
を
募
集
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
中
村
茂

徳
理
事
よ
り
、
以
下
の
書
籍
に
推

薦
が
あ
り
ま
し
た
。
投
稿
さ
れ
た

原
稿
を
以
下
に
掲
載
し
ま
す
。

「
英
国
の
自
然
風
景
が
な
ぜ
こ
れ

ほ
ど
美
し
く
、
し
か
も
懐
か
し
く

感
じ
ら
れ
る
の
か
。
」
最
初
に
英

国
へ
旅
し
た
時
に
そ
の
よ
う
に
思
っ

た
の
で
あ
る
。
修
論
の
資
料
収
集

の
為
の
旅
で
も
あ
っ
た
が
、
英
国

の
伝
統
を
味
わ
う
た
め
に
徒
歩
を

主
と
し
た
。
と
に
か
く
歩
い
て
歩

い
て
歩
き
回
っ
た
。
産
業
革
命
期

の
貿
易
を
支
え
た
有
名
な
ワ
イ
川

の
河
口
周
辺
か
ら
一
週
間
か
け
て

中
流
域
ま
で
歩
い
た
。
ま
た
、
湖

水
地
方
で
は
、
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
湖

周
辺
や
グ
ラ
ス
ミ
ア
、
ホ
ー
ク
ス

ヘ
ッ
ド
な
ど
詩
人
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の

ゆ
か
り
の
場
所
を
一
週
間
歩
き
回
っ

た
の
で
あ
る
。
宿
の
B
&
B
に
着

く
や
い
な
や
靴
を
投
げ
出
し
て
、

一
眠
り
す
る
の
が
習
慣
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
英
国
人
の
旅
行
者
の

中
で
散
策
が
伝
統
的
に
好
ま
れ
て

い
る
と
い
う
一
般
的
な
知
識
し
か

当
事
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
自

然
風
景
の
美
し
さ
は
古
か
ら
代
々

自
然
に
受
け
継
が
れ
て
来
た
も
の

だ
と
信
じ
て
い
た
。
し
か
し
実
際

に
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
英
国

に
は
原
生
林
な
ど
の
第
一
次
自
然

形
態
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
、

む
し
ろ
人
間
が
関
わ
り
を
持
っ
た

第
二
次
自
然
形
態
が
現
在
維
持
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
、
冒
頭
文
に
掲
げ
た
疑
問

が
い
つ
も
頭
を
占
領
し
た
の
で
あ

る
。
い
つ
の
日
か
、
そ
の
テ
ー
マ

と
じ
っ
く
り
向
き
合
い
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
蘇
ら

せ
て
く
れ
た
本
が
『
イ
ギ
リ
ス
緑

の
庶
民
物
語
』
で
あ
る
。
平
松
氏

は
専
門
が
法
律
で
あ
り
、
そ
の
視

点
か
ら
英
国
社
会
の
中
で
土
地
、

と
く
に
自
然
地
の
社
会
的
価
値
を

追
求
し
て
い
る
。
第
一
部
の
「
内

な
る
楽
園
を
も
と
め
て
」
で
は
、

ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
公
園
の
二
つ

の
型
を
上
げ
て
、
筆
者
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
も
と
に
そ
れ
ら
膨

大
な
公
園
数
を
デ
ー
タ
化
し
て
い

る
。
そ
し
て
庶
民
の
公
園
を
求
め

た
闘
い
の
歴
史
を
洗
い
出
し
て
お

り
、
裁
判
記
録
や
新
聞
記
事
か
ら

当
時
の
事
件
に
つ
い
て
ま
と
め
て

い
る
の
で
説
得
力
が
あ
る
。
第
二

部
「
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
の
原
点

を
つ
い
て
」
で
は
、
緑
地
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
権
と

の
関
係
、
ま
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
思
想
の
背
景
な
ど
に
焦
点
を
あ

て
て
い
る
。
第
三
部
「
歩
く
権
利

を
求
め
て
」
で
は
、
な
ぜ
英
国
人

が
歩
く
の
が
好
き
な
の
か
と
い
う

疑
問
を
解
決
し
て
く
れ
る
。
英
国

の
土
地
の
権
利
は
日
本
と
同
様
に

私
有
権
で
保
護
さ
れ
て
い
る
の
で

実
際
に
は
土
地
所
有
者
の
も
の
だ

が
、
土
地
空
間
は
利
用
者
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
土
地
が
伝
統

的
に
生
活
道
路
の
一
部
で
あ
っ
た

り
、
住
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
祭
事
の
場
で
あ
っ
た
り
す
る
と

そ
の
土
地
は
公
共
性
を
持
つ
よ
う

に
な
る
。
土
地
が
経
済
的
価
値
な

ら
び
に
私
有
物
か
ら
、
公
共
的
空

間
な
ら
び
に
社
会
性
と
し
て
の
存

在
価
値
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
第
三
部
で
は
英
国
に

お
け
る
土
地
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス

権
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
の
で
、

英
国
人
が
散
歩
好
き
で
あ
る
そ
の

理
由
の
一
端
が
伺
え
る
。

現
在
、
自
然
地
の
保
存
・
保
全

が
重
要
で
あ
る
と
主
と
し
て
環
境

問
題
の
視
点
か
ら
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
こ
の
本
で
は
、
人
間
と
し
て

の
生
き
方
や
時
代
的
・
社
会
的
な

土
地
の
存
在
意
義
と
い
う
視
点
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
自
然
地
で
人

間
が
余
暇
を
過
ご
す
習
慣
が
社
会

的
に
形
成
さ
れ
た
過
程
を
知
る
た

め
の
英
国
余
暇
史
の
特
徴
を
備
え

た
入
門
書
で
あ
る
。
人
間
の
自
然

地
に
対
す
る
近
代
的
ま
な
ざ
し
が

生
成
し
た
背
景
を
知
る
こ
と
は
、

現
代
人
の
余
暇
的
ま
な
ざ
し
の
方

向
性
を
探
る
上
で
新
た
な
ヒ
ン
ト

を
提
示
し
て
い
る
。
（
中
村
）

＊
編
集
部
で
は
会
員
の
皆
様
方

の
投
稿
を
受
け
付
け
ま
す
。
テ
ー

マ
は
次
号
も
「
み
ん
な
に
知
ら
せ

た
い
こ
の
本
、
あ
の
論
文
」
に
し

ま
す
。
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
講
演

会
な
ど
で
も
結
構
で
す
。

字
数

は
八
百
～
千
二
百
字
、
締
め
切
り

は
６
月
末
日
で
す
。
余
暇
学
会
事

務
局
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
採
否

は
編
集
部
で
決
定
、
発
表
は
紙
上

掲
載
に
代
え
ま
す
。

＊
セ
ン
タ
ー
試
験
解
答

４

あ
ら
た
め
て
鎌
田
慧
『
自

動
車
絶
望
工
場
』
［
講
談
社
文

庫
・
一
九
八
三
］
を
読
ん
だ
。

本
書
が
書
か
れ
た
当
時
に
比
べ
、

今
日
で
は
自
動
化
、
ロ
ボ
ッ
ト

化
に
よ
り
、
肉
体
労
働
は
軽
減

さ
れ
た
が
、
労
働
者
の
尊
厳
も

よ
り
軽
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
発
表
か
ら
25
年
、
労

働
と
生
活
を
巡
る
環
境
は
、
む

し
ろ
年
々
悪
化
し
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
た
。
「
失
わ
れ
た
25
年
」

が
こ
れ
以
上
続
か
な
い
よ
う
、

日
本
余
暇
学
会
が
「
炎
の
ス
ト
ッ

パ
ー
」
と
な
ら
ね
ば
。
（
山
）
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「余暇学研究」合評会のお知らせ
「余暇学研究第十一号」が発行されました。これを機に５月３１日（土）

午後２時から４時まで「余暇学研究合評会」を開催します。この会は

「余暇学研究」掲載論文、エッセイなどを、批評、議論し、各人の研究

に資することを目的としています。会員であれば、どなたでも参加でき、

事前の参加申し込みは必要ありません。場所は実践女子学園同窓会館

（渋谷区東１-１-15）、渋谷駅東口から「日赤医療センター行きバス・

実践女子学園前下車」。國學院側に同窓会専用入り口があり、正門、構

内を経由せずに入れます。國學院大學方面から「実践桜会」方面に進ん

でください。「余暇学研究」をお忘れ無く!

あ
ん
と
ぅ
る
て
ぃ
あ
ん

「
読
者
談
話
室
」

『
イ
ギ
リ
ス
緑
の
庶
民
物
語
』

平
松

紘
著

明
石
書
店

一
九
九
九
年

二
八
〇
〇
円

へ
ん
し
ゅ
う
の
あ
と


